競技注意事項
1． 競技規則について

本大会は、2010年度（財）日本陸上競技連盟競技規則及び本大会の申し合わせ事項によって実施する。

2． 練習について

（１）　練習は第二陸上競技場及び競技役員の指示する場所において行うこと。
（２）　投てき及び跳躍種目は、競技役員の指示により主競技場で練習を行うこと。
（３）　雨天時は、雨天走路（南サイドスタンド下）を開放する。入り口は第一ゲート付近にある。
3． 招集について

（１）　招集所は、第二陸上競技場用器具庫内に設ける。

（２）　招集開始時刻及び完了時刻は当該種目の競技開始時刻を基準に、次の通りとする。

	
	予選

	
	招集開始時刻
	招集完了時刻

	トラックの部
	３０分前
	２０分前

	フィールドの部
	５０分前
	４０分前

	混成競技
	３０分前
	２０分前


なお、男子100ｍ、200ｍ、400ｍのそれぞれの予選、および1500ｍ、5000ｍ、10000ｍについては次のように組別招集完了時刻を定める。
＜男子＞
	種目
	組
	招集完了時刻
	
	種目
	組
	招集完了時刻

	100ｍ
	1～7
	10:45
	
	200ｍ
	1～5
	8:55

	100ｍ
	8～14
	11:05
	
	200ｍ
	6～10
	9:15

	100ｍ
	15～18
	11:25
	
	200ｍ
	11～16
	9:35

	
	
	

	種目
	組
	招集完了時刻

	400ｍ
	1～7
	9:35

	400ｍ
	8～11
	9:55

	
	
	
	
	
	
	

	種目
	組
	招集完了時刻
	
	種目
	組
	招集完了時刻

	1500ｍ
	1～3
	13:50
	
	5000ｍ
	1～2
	11:05

	1500ｍ
	4～7
	14:05
	
	5000ｍ
	3～4
	11:25

	
	
	
	
	5000ｍ
	5～7
	14:40

	種目
	組
	招集完了時刻
	
	
	
	

	10000ｍ
	1
	14:45
	
	
	
	

	10000ｍ
	2
	15:20
	
	
	
	

	10000ｍ
	3
	15:55
	
	
	
	


（３）　招集の方法については、次の通りである。
①　招集開始時刻に、招集所に提示してある出場競技者一覧表に、本人または、代理人がチェック（自分のナ
ンバー等を○で囲む）をする。

②　招集完了時刻には招集所で待機し、競技者係の最終確認を受ける。その際、ナンバーカード、スパイクピ
ン、商標の点検を受ける。
③　トラック競技の短距離種目のみ腰ナンバー標識を受け取る。
④　携帯電話、ＣＤ等、競技規則第144条２（ｂ）に関わる機器は、競技場内に持ち込めない。
⑤　代理人による最終点呼は認めない。２種目を同時に兼ねて出場する競技者は、あらかじめその旨を本人
または代理人が競技者係に申し出ておくこと。
（４）　招集完了時刻に遅れた競技者は、出場できない。
（５）　競技場所へは係員の指示により入場する。
（６）　棒高跳に限り、第１チェックの後に各自で入場し、招集完了時刻に最終チェック並びに個人所有のポール検
査を受ける。

（７）　リレー競技に出場するチームは、予選・決勝ともその種目の招集完了時刻の１時間前までに招集所に用意し
ているオーダー用紙にメンバーを記入し、競技者係まで２部提出すること。

4． 棄権について

（１）　棄権については、大会の権威と運営の円滑を期するために極力避けること。

（２）　初日の代表者会議時に棄権を申し出た場合に限り、棄権を認める。

（３）　その後の棄権は原則として認めない。やむを得ず棄権をする場合には棄権届１枚に当該校の監督などのサ
インと捺印をし、大会本部席の総務員（学連）に提出し、許可された場合のみ、招集完了時刻までに招集所の
競技者係へ提出すること。

5． ナンバーカードについて

（１）  ナンバーカードは、各自の登録番号を使用すること。

（２）　 写真判定用の腰ナンバー標識の配布場所は次の通りである。
短距離種目（リレーを含む）・・・招集時に配布する。
1500m以上の種目・・・スタート前に出発係が配布し、フィニッシュ後回収する。
混成競技・・・第１種目（男子100m,110mH、女子100mH）は招集時に、他の種目はスタート前に出発係が
配布する。なお1500mではフィニッシュ後回収する。
6． 競技について

（１）　トラック競技について

①　短距離種目の決勝の組み合わせ及びそのレーン順は、競技場２階ホワイエ中央部に掲示する。

②　決勝への同タイム抽選がある場合は、アナウンス後10分を経過しても集合しないものは棄権したもの

とみなす。なお、抽選は１階の第一会議室（記録室）で行う。

③　短距離種目では、競技者の安全のため、フィニッシュライン通過後も自分のレーン（曲走路）を走る。
④　競技規則162条６．７により、１回目から不正スタートをした競技者は失格とする。

⑤　スタートの合図は英語とする。（「オン・ユア・マークス」、「セット」）
⑥　800ｍ以上の種目については、タイムレース決勝とする。

⑦　競技運営の都合上、男子10000ｍＷは50分、女子5000ｍWは30分を越えて次の周回に入れない。
⑧　男女10000ｍ、男子10000ｍＷでは、給水所を設ける。

⑨　リレー競技に出場するチームは、各大学の同一ユニフォームを着用しなければならない。

⑩　４×100mRのマーカーは各チームが用意すること。終了後は自チームの競技者が必ず取り除くこと。
⑪　予選において棄権者が多く、９名（チーム）以下になった場合は、予選をとりやめ決勝の時刻に行う。

（２）　フィールド競技について

　  ①　棒高跳の競技者は、自分が希望する支柱位置を競技が始まる前に担当審判員に申し出ること。
　  ②　フィールド競技における練習は、すべて競技役員の指示に従う。

　  ③　三段跳の踏切板は砂場から男子12m、女子９mの地点に設置する。
④　走高跳、棒高跳びのバーの上げ方は、下記の通りとする
（ただし、天候等の状況により変更することもある）。

	種目
	練習
	１
	２
	３
	４
	５
	以後

	男子走高跳
	1ｍ65
	1ｍ65
	1ｍ70
	1ｍ80
	1ｍ85
	1ｍ90
	 3cm

	女子走高跳
	1ｍ25
	1ｍ25
	1ｍ30
	1ｍ35
	1ｍ40
	1ｍ45
	 3cm

	男子棒高跳
	3ｍ00/3ｍ80
	3ｍ20
	3ｍ40
	3ｍ60
	3ｍ80
	4ｍ00
	10cm

	女子棒高跳
	
	
	
	
	
	
	

	十種走高跳
	
	1ｍ60
	
	
	
	
	

	七種走高跳
	
	
	
	
	
	
	

	十種棒高跳
	/
	2ｍ50
	
	
	
	
	


女子棒高跳、混成走高跳・棒高跳のバーの上げ方は代表者会議で決定する。

第１位決定戦（ジャンプオフ）のバーの上げ下げは、走高跳は２cm、棒高跳は５cmとする。

（３）　抗議は、競技規則第146条に従って定められた時間内に、競技者自身または代理人が、大会本部の総務員
（学連）を通じて審判長に対して口頭で行い、控室（評議員控室）で待機する。
（４）　競技者は、勝手に競技場所を離れること、ビデオ装置･ラジオ・ＣＤ・トランシーバーや携帯電話もしくは類似
の機器を競技場内で所持または使用することができない（競技規則第144条２（ｂ））。
８． 競技用具について

　　　（１）　競技に使用する用具は、棒高跳び用ポール以外すべて主催者が用意したものを使用しなければならない。
なお、やり投用やりに限り審判員の検査を受け、個人使用のものを使用することができる。
　　　（２）　希望者は、競技開始３時間前から２時間前までに技術総務（第一器具庫：100mスタート付近）に申し出る。た
だし、検査に合格した用具は一括借り上げし参加競技者で共有できるものとする。競技終了後に第一器具庫
で返却する。
　　　（３）　練習用として個人の用具等を競技場へ持ち込んではならない。

９． 混成競技について

（１）　混成競技者の控室は２階の研修合宿室を当てる（女子は左側、男子は右側）。控室は混成競技者以外の者
（コーチ、付き添い等）は入室できない。なお、荷物は各自で管理すること。万一の事故があっても責任は負
わない。
（２）　第１日目、第２日目とも第１種目の招集は招集所で行うが、それ以降の種目については競技場所（トラック競
技はスタート付近）で行う。競技場所には各自で集合のこと。
（３）　次種目から棄権する場合は、直ちに棄権届を混成競技審判長に提出すること。

（４）　風速を計測する種目においては、次に示す条件を満たさなければならない。

　　　　平均秒速（個々の種目で計測された風速を合計し、これを種目数で割ったもの）は２ｍを超えない。

（５）　十種のやり投げの開始時間はタイムテーブルを基本とするが、棒高跳が終了した競技者からグループを組
み時間を早めて開始する場合がある。
１０． OBの出場について

　　　OBはオープン参加とする（距離を競う種目は３回の試技とする）。記録は公認するが、順位は認めない。
１１． 競技場の入退場について

　　　（１）　競技場への入退場については、すべて審判員の指示による（混成競技の２種目以降の入場を除く）。

（２）　主競技場アリーナ（トラックと同一面の主競技場内）には、競技に出場する競技者と競技役員・特に許可され
た者以外は立ち入ることができない。
（３）　スタート時の静寂を保つために、トラック競技出場者は各ゲート付近の控え所で待機し、出発係の指示により
入場すること。
１２． 表彰について

　　　（１）　１位から３位の競技者の表彰は、正面スタンド前表彰台で行う。
（２）　表彰式は競技結果のアナウンス後15分を目途に行うので、入賞者控所（玄関ホール）で待機し、表彰係の指
示を受けること。（競技等の都合で本人が出られない場合は、代理人を必ず出すこと。）

　　　（３）　受賞競技者は、原則として各校のユニフォーム（上はランニングシャツ）を着用すること。
　　　（４）　４位から８位までの競技者は、その種目の正式結果発表後30分を経過してから入賞者控所で賞状を渡す。

　　　（５）　男子最優秀選手賞（高本賞）、女子最優秀選手賞（久保田賞）をそれぞれ１名、最終日競技終了後に授与す
る。

１３． 一般注意事項
　　　（１）　第２日目、３日目、インタビュールーム（フィニッシュ付近）にトレーナーブースを設置する。

（２）　応急処置、その他健康上の問題が生じた場合はトレーナーブースに連絡する。
（３）　競技場での疾病･傷害等の応急処置は主催者が行うが、以後の責任は負わない。
　　　（４）　更衣室は第二競技場（ウォームアップ場）に設ける。更衣室は更衣のみに使用し、荷物は各自で管理する。
紛失など万一のことがあっても主催者側は責任を持たない。

　　　（５）　商標について

　　　　　  競技者が競技場に商品名がついた衣類・バッグ類などを持ち込む場合には、国際陸上競技連盟憲章第１８
条付則５「競技者の着用衣類」の項参照のこと。
　　　（６）　大会期間中の貴重品の管理は各自で行う。盗難にあってもその責任は負わない。

　　　（７）　届けられた遺失物については庶務係で保管する。保管期間は競技会終了までとする。
（８）　記録は競技場正面２階ホワイエ中央部に掲示する。

（９）　「記録証明書」を希望する競技者は、庶務係に500円を添えて申し込むこと。

（10）　競技場内で横断幕、部旗、のぼり等を使用する場合は、サイドスタンドの中段および上段の手すり、バックス
タンド（芝）後部手すりのみに掲げることができる。いずれの場合も、個人名を記入した横断幕、部旗、のぼり
等を使用してはならない。
（11）　送付された棒高跳ポールは、第一器具庫で保管している。また、棒高跳ポールの返送（有料）は、競技終了
後、玄関ロビーで行うこと。

（12）　スタンドからゲートへの通路（階段）は使用しないこと（ゲート付近の秩序維持のため）。
（13）　競技場は常に清潔保持につとめ、ゴミ等は各自で必ず持ち帰り処分すること。また、荷物貴重品は各自が責
任を持って管理し、盗難等に十分注意すること。

（14）　競技場の開門時刻は７時３０分とする。

　　　

